第１２回京都府バトントワーリング選手権大会
開催要項
１　主旨：本大会は、日本バトン協会の目的である「競技バトンの普及発展及び資質の向上をはかるとともに、その活動を通して青少年の健全育成と、心身の健全な発達に寄与する」の精神のもとに優れたバトントワラーが一同に集い、技を競い、友好を深め、スポーツ精神の高揚をはかりスポーツ文化の発展に寄与するものである。
２　日時：令和３年１２月２７日（月）１３：００～１６：００（予定）

３　会場：山城総合運動公園太陽が丘　　京都府宇治市広野町八軒屋谷１
４　主催：京都府バトン協会

５　後援：（申請中）

京都府教育委員会・京都府スポーツ協会・京都府文化スポーツ部スポーツ振興課・京都市スポーツ協会・宇治市教育委員会・八幡市スポーツ少年団・日本バトン協会関西支部
６　参加資格：京都府バトン協会登録選手であること
７　参加規定：衣装については、個人種目・ペア種目ともに自由とする。

８　審査内容：○　準決勝・決勝は、各審査員が１０点法（小数点第２位まで）により採点し、それを基にした席次点により順位を決定する。
· 各部門共準決勝及び決勝を行なう。但し、準決勝参加者が12名以下の場合は準決勝を行なわず決勝とする。
· 各部門共準決勝上位８位までが決勝に進出する。
· 各部門共決勝は８位までの順位を決定する。

1 全審査員の席次点合計

2 全審査員の点数合計

3 ①②の方法によっても1位のみ同点同席次点になった場合は、再演技を行なって1位・2位を決定する。2位以下の場合は同位とし、次位を空位とする。

· 決勝を棄権した場合は、決勝の最下位とする。

· 1位から8位までを入賞とする。

９　表彰：各種目各部門共８位までを入賞とし、賞状及び副賞（1～3位）を授与する。

10 種目：ソロトワール・トゥーバトン・スリーバトン・ペア・ソロストラット・ダンストワール
11 バトン、その他に関する規定

　　　　：○バトンのシャフトはどのような色を使用してもよい。

　　　　　○バトンのシャフトに貼るテープはどのような色を使用してもよい。

　　　　　○演技前にバトン・ボールティップのチェックを行なう。

　　　　　○演技者はチェックインにて上記指示を受けた場合は、速やかに交換しなければならない。

　　　　　○演技スペースへタオル・パウダー等バトン以外を持ち込んではならない。

　　　　　○競技中の怪我のための包帯は可。

　　　　　○ピアス・アクセサリー類は全て禁止する。

　　　　　○付爪・マニキュア等、爪の装飾は全て禁止する。

　　　　　○各種目課題曲は日本バトン協会事務局に、各団体が直接申し込みを行なう。

　　　　　○大会の主旨に反する行為を行なった場合、警告又はペナルティーを与える。
　　　　　○ドロップを取る。
12 参加費：ソロトワール・トゥーバトン・スリーバトン・ソロストラット・ダンストワール→4500円

　　　　　　ペア→7000円

13 申し込み：

1 出場申し込み

　　　参加申込書に必要事項を入力の上、下記アドレスまで送信下さい。

　　※受信後、確認メールを送信致します。
②　プログラム　　　300円（バトンコンテストと共通）
③　ＶＴＲ撮影権利券　　2500円（バトンコンテストと共通）
　　　写真撮影は本部役員を除いて禁止とします。ただし、ビデオ撮影については撮影権利券を付けた機材のみ許可します。（後日誓約書を出していただきます）
4 申し込み方法

　　　郵便振替で指定口座にお振込下さい。

　　＜振込み先＞　記号14410  番号43137231   京都府バトン協会
· 他金融機関から振り込まれる場合は、次の内容をご指定下さい。

【店名】四四八（ヨンヨンハチ）
【店番】448  【預金種目】普通預金　【口座番号】4313723
14 締め切り：令和３年１０月２５日（月）

15 開催事務局

　　　〒611-0021　京都府宇治市折居台4-1-83　　　藤岡真知子

　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　0774-29-1437

　　　携帯ＴＥＬ　　　080-1529-3816
　　  データ送信先　　fujioukoku-nfd@nike.eonet.ne.jp
16 課題曲

　　　ソロトワール　　ソロスペシャル　　　　1分45秒
　　　トゥーバトン・スリーバトン・ペア　　トゥーバトン・スリーバトン＆ペアスペシャル　　　1分30秒
　　　ソロストラット　　　栄光へのマーチ　　　1分30秒
　　　ダンストワール　　　輝きの時　　　　　　1分34秒

　　※課題曲が必要な場合は、各団体が直接、日本バトン協会事務局に申し込みを行なうこと。
※出場選手の写真を、次年度のプログラムに掲載する場合がございます。あらかじめご了承ください。
大会参加には令和３年度選手登録が必要です。
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソロトワール
（１）部門に関する規定

①部門（生年月日）は次の通りとする
　　
ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日

イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニアⅡ　2010年4月2日～2012年12月31日

カ）アンダージュニアⅠ　2013年1月1日～2015年4月1日　　　　※性別区分は行なわない。
（２）演技に関する規定

①演技人数　　　　　　　　・・・１名

②演技に使用するバトン　　・・・レギュラーバトン１本

③演技スペース　　　　　　・・・横７ｍ×縦７ｍの広さを目安とする

④課題曲（時間）　　　　　・・・Solo Special（約１分45秒）

⑤演技内容　　　　　　　　・・・１本のバトンを使って技術を競う

　　ルーティーン構成

1、 イントロダクション（オープニング　サリュートは自由）

2、 ３モード　　　エーリアル【バーティカル・フラット（ホリゾンタル）】
　　　　　　　　　ロール【バーティカル・フラット（ホリゾンタル）】

　　　　　　　　　コンタクトマテリアル【バーティカル・フラット（ホリゾンタル）】

3、 エンディング（エンディング　サリュートは自由）

　　　以上の組み合わせでルーティーンを構成する。
※フロアーワークは組み入れないほうが望ましい
※アンダージュニアⅠ・アンダージュニアⅡは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。

（３）審査内容

①内容

1） バラエティー

　　　・３モードのバランス/両手使い

2） ディフィカルティー

　　　・バトンとボディーの困難度/リリース、レセプション、リードイン・フォロースルー、コネクション

②実施

1） テクニック

　　　・バトンの正確さ/ボディーワークの正確さ/バトンの熟練度・質/ボディワークの熟練度・質/

　　　　リズム・タイミングのコントロール

2） パフォーマンス＆エクスプレッション

　　　・プロジェクション（意気込み）/ダイナミックさ/持続性（忍耐力とスタミナ）/

　　　　自信のある演技/リカバリー能力/観客や審査員に対しての一体感
3） スピード

・バトンの一貫したスピード/スピードコントロール
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トゥーバトン
（1） 部門に関する規定
1 部門（生年月日）は次の通りとする。　
ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日

イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニア　　2010年4月2日～2015年4月1日　　　※性別区分は行なわない。
（２）演技に関する規定

①演技人数　　　　　　　　・・・１名

②演技に使用するバトン　　・・・レギュラーバトン2本

③演技スペース　　　　　　・・・横７ｍ×縦７ｍの広さを目安とする

④課題曲（時間）　　　　　・・・Two Baton ・Three Baton& Pair Special（約１分30秒）

⑤演技内容　　　　　　　　・・・2本のバトンを使って技術を競う

　　ルーティーン内容
Ⅰ、コンタクト　マテリアル（2本のバトンを身体の近くで行なうトワール）
Ⅱ、ロール（両手を使うロール。又は空中で1本のバトンが高くもう１本がロールの組合わせ）
Ⅲ、ハイ＆ロー（空中で１本のバトンが高く、もう１本が低いエーリアル。又は１本が高く、もう１本はコンタクト　マテリアル等の組み合わせ）

Ⅳ、ダブル　トス　トリック（２本同時に空中へトス）

Ⅴ、ジャグラー（片手で連続的なリリースとキャッチ。例：片手で２本のバトンを同時にトス）

Ⅵ、シャワー（両手で連続的なリリースとキャッチ。例：１本のバトンをトスしている間に

　　　　　　　もう１本をパスして最初のバトンをキャッチ）
Ⅶ、コンプレックス　トリック（複雑なトリック・リリース・レセプション）
※アンダージュニアは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。
（３）審査内容

①内容

ア）バラエティー

　　　・コンタクト　マテリアル/ロール/ハイ　ロー/ダブル　トス　トリック/ジャグル/シャワー/
　　　　コンプレックス　トリック

イ）ディフィカルティー

・バトンとボディーの困難度/リリース、レセプション、リードイン、フォロースルー、コネクション

②実施

ア）テクニック

　　　・バトンの正確さ/ボディーワークの正確さ/トゥーバトンの熟練度・質/ボディーワークの熟練　度・質/リズム・タイミングのコントロール

イ）パフォーマンス＆エクスプレッション

　　　・プロジェクション（意気込み）/ダイナミックさ/持続性（忍耐力とスタミナ）/

　　　　自信のある演技/リカバリー能力/観客や審査員に対しての一体感
3） スピード

　　　・バトンの一貫したスピード/スピードコントロール
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スリーバトン
（1） 部門（生年月日）に関する規定
ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日
イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニア　　2010年4月2日～2015年4月1日　　　※性別区分は行なわない

（２）演技に関する規定

①演技人数　　　　　　　　・・・１名

2 演技に使用するバトン　　・・・レギュラーバトン3本

3 演技スペース　　　　　　・・・横７ｍ×縦７ｍの広さを目安とする

④課題曲（時間）　　　　　・・・Two Baton ・Three Baton& Pair Special（約１分30秒）

⑤演技内容　　　　　　　　・・・3本のバトンを使って技術を競う

　　ルーティーン内容

Ⅰ、カスケード（左右交互に行われるリリースとキャッチ）

Ⅱ、シャワー（両手による継続的なリリースとキャッチ）

Ⅲ、ジャグル（片手による継続的なリリースとキャッチ）

Ⅳ、ダブルトス～シングルトス（２本同時に空中へトスし、それとコーディネーションして残りもう１本を続いてトスする）

Ⅴ、ハイ　ロー（高いエーリアルの下でトゥーバトンの技を行うこと）

Ⅵ、スタックス（高いエーリアルの下に低いエーリアルを投げ上げ、その下でコンタクトマテリアルを行う）

Ⅶ、トリプルトス（最初のトスをレセプションする前に、１本ずつすべて順番にリリースするもの。または、３本のバトンすべてを同時にリリースするもの）
※アンダージュニアは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。
（３）審査内容

①内容

ア）バラエティー

　　　・シークエンスの広がりと変化、それらのミックス/両手使い/コンタクトマテリアル、ロール/パターン、プレーン、ディレクションの扱い方

イ）ディフィカルティー

・密度/リリース、レセプションの困難度/リスク/エーリアル
②実施

ア）テクニック

　　　・バトンの精密さ・安定感/コレクション/リズム、タイミングのコントロール/バトンとボディのブレンド及びスピード/フォロースルー、パターンチェンジ、レボリューションの正確さ
イ）パフォーマンス＆エクスプレッション

　　　・エンターテイメント性/持久力＆スタミナ/自信のある演技/リカバリー能力
ウ）デマンド
　　　・持続性/同時責任性/ビジュアルトラッキング/空間構成能力
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペア
（1） 部門（生年月日）に関する規定
①部門は次の通りとする

ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日
イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニア　　2010年4月2日～2015年4月1日

※性別区分は行なわない　　２人の内、年齢が上の人の部門とする
（２）演技に関する規定

①演技人数　　　　　　　　・・・2名

②演技に使用するバトン　　・・・レギュラーバトン2本（各１本）

③演技スペース　　　　　　・・・横8ｍ×縦8ｍの広さを目安とする

④課題曲（時間）　　　　　・・・Two Baton・ Three Baton & Pair Special（約１分30秒）

⑤演技内容　　　　　　　　・・・２人で、バトンとボディーワークの調和した技術を競う

　　ルーティーン構成

ソロトワールと同様であるが、エクスチェンジなどペア要素を重視したもので構成する

※２人がソロトワール的に同じことを行なうだけではなく、ペアの特色を生かした演技をする

　ことに価値がある

※アンダージュニアは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。
（３）審査内容

①内容

ア）バラエティー

　　　・３モードのバランス/エクスチェンジ/ペアワーク/フロアパターン

イ）ディフィカルティー

　　　・バトンとボディーの困難度/シンクロナイゼーションの困難度/

　　　　コーディネーションの困難度

②実施

ア）テクニック

　　　・バトンの正確さ/ボディーワークの正確さ/バトンの熟練度・質/ボディーワークの熟練度・質/

　　　　ペアのコントロール/リズム・タイミングのコントロール
イ）パフォーマンス＆エクスプレッション

　　　・ペアとしての責任/プロジェクション（意気込み）/持続性（忍耐力とスタミナ）/

　　　　自信のある演技/リカバリー能力

ウ）スピード

　　　・バトンの回転だけでなく一貫したスピード/２人の統一したスピード
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソロストラット
（1） 部門（生年月日）に関する規定
①部門は次の通りとする

ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日
イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニア　　2010年4月2日～2015年4月1日　　　　※性別区分は行なわない　　
（２）演技に関する規定

①演技人数　　　　　　　・・・1名

2 演技に使用するバトン・・・レギュラーバトン1本

3 演技スペース　　　　・・・縦10ｍ×横15ｍの広さを目安とする

4 課題曲（時間）　　　・・・栄光へのマーチ（約１分30秒）

5 演技内容　　　　　　・・・マーチのリズムの中で、優雅で気品のあるボディワークとバトンの技術を競う

　　ルーティーン構成　以下の組み合わせでルーティーンを構成する。
Ⅰ　イントロダクション８拍
　　　振付は自由だが、ミリタリーストラットに導入しやすい動作（アテンション・サリュートなど）

　　Ⅱ　ミリタリーストラット（ダブルL字ストラット）３２拍
　　Ⅲ　プレゼンテーション　３２拍
　　　　　自由に表現できるセクション

　　Ⅳ　フォワードモーション　９６拍
　　　　　ビートに合わせてパレードを先導するように前進しながらバトンと優雅なボディワークを組み合わせ、フロアをデザインするセクション
　　　　　奇数は左足、偶数は右足でステップする
　　　　　両脚は１拍までとする
　　　　　ダブルイリュージョンは踏みかえること

　　Ⅴ　エンディング　１６拍
　　　　　全ての終わりを示し、自由に表現できるセクション
　※アンダージュニアは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。

（３）審査内容

①内容

ア）イントロダクション、ミリタリーストラット
　　　・ビートタイム/ミリタリースタイル/ベーシックストラット
イ）プレゼンテーション・エンディング
　　　・バトンとボディーのバラエティー/バトンとボディのディフィカルティ/

　　　　バトンとボディのオリジナリティー

ウ）フォワードモーション　
・バトンとボディの組み合わせのバラエティー、ディフィカルティー/バトンとボディの組み合わせのオリジナリティー/フロアデザイン

②実施

ア）テクニック

　　　・バトンとボディの調和と正確さ/シャープさ、柔軟性、優雅さ/リズムの取り方/ボディのコントロール
イ）パフォーマンス＆エクスプレッション

　　　・パレードを先導する演技/アピール性、自信/リカバリー能力
ウ）アウトオブステップ
　　　・フォワードモーションにおける足踏みの誤り
種目別実施規定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ダンストワール
（1） 部門（生年月日）に関する規定
①部門は次の通りとする

ア）シニアⅡ　　　　　　　　　　　　　 ～2000年12月31日
イ）シニアⅠ   　　　　 2001年1月1日～2004年12月31日
ウ）ジュニアⅡ　 　　　 2005年1月1日～2007年12月31日

エ）ジュニアⅠ　　　　  2008年1月1日～2010年4月1日

オ）アンダージュニア　　2010年4月2日～2015年4月1日　　　※性別区分は行なわない　　

（２）演技に関する規定

1 演技人数　　　　　　　・・・1名

2 演技に使用するバトン・・・レギュラーバトン1本

3 演技スペース　　　　・・・縦10ｍ×横15ｍの広さを目安とする

④課題曲（時間）　　　・・・輝きの時（約１分34秒）

（2） 演技内容　　　　　　・・・バトンとダンスワークのブレンドが、音楽に調和した技術を競う

　　ルーティーン構成　以下の組み合わせでルーティーンを構成する。

　　音楽のテンポ、リズム、フレーズに合わせ、曲想表現ができるよう、様々なダンスワークとバトンをブレンドし構成する。
　※アンダージュニアは、エーリアルにおけるジムナスティックのトリプル以上と全てのアクロバティック空中動作を禁止とする。
（３）審査内容

①内容
コレオグラフィー
バトンとダンスワークの組み合わせ/音楽にあった構成、振付/チェンジオブペース/フロアの使い方、ステージング
バトンとダンスワークのブレンド
　　バトンのバラエティー、ディフィカルティ－/ダンスワークのバラエティー、ディフィカルティー/バトンとダンスワークのコンビネーション/シリーズのディフィカルティー/オリジナリティー
②実施
　テクニック
　　バトンとボディの正確さ、明確さ/動きの熟練度、質/リズム、タイミング/音楽との関わり、調和/ダンス
スキルの質/ボディコントロール
　パフォーマンス＆エクスプレッション
　　ショーマンシップ、エンターテインメント性/自信
